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１ 富山県中間評価報告書（案）の概要 

本年度は、多面的機能支払交付金の第Ⅱ期（令和元年～５年）の中間年を迎え

ることから、農山村対策委員会委員による施策の効果等の中間評価の結果をもと

に、富山県中間評価報告書案を国へ提出するためのもの。 

 

２ 富山中間評価報告書（案）の評価方法について 

国で指定された効果項目について、アンケート等を活用し、“a～d“の４段階で

各項目の効果の発現状況を評価。 

 

３ 富山県中間評価報告書（案）におけるアンケート方法 

 下記の３つのアンケートから評価を実施。 
 ① 多面的機能支払交付金の効果等に関するアンケート（国調査代用） 

    対象：全組織 1,013 組織（回答：815 組織   ※回答率(80%） 
  ② H30～R2 の自己評価・市町村評価（国調査代用） 
       対象：活動開始から 2 年目、4 年目の 170 組織  
   ③ 富山県独自の取り組みに係る調査（県独自調査） 
    対象：県独自取り組みを行った 172 組織    
 

４ 本県の多面的機能支払交付金の実施状況について 

 R3.3 現在、県内 15 市町村において、1,010 組織（1,428 集落）が 41,433ha の

農用地で、農地維持支払活動を実施している。取組率は 74.1%で全国第 3位とな

り、全国的にみても、積極的に地域活動を行っている。 

 

（参考）R3.3 現在の各活動の実施状況 

 

 

組織数 

(組織) 

認定面積 

(ha) 

          
備考 

カバー率 全国平均 

農地維持支払 1,010 41,433 74.1% 55% 全国第３位 

資源向上（共同） 869 37,598 67.3% 49%  

資源向上（長寿命化） 272 12,591 22.5% 18%  
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順位 都道府県 取組率

１ 兵庫県 ８２％

２ 福井県 ８２％

３ 富山県 ７４％

４ 新潟県 ７４％

５ 滋賀県 ７３％

６ 山形県 ７０％

７ 佐賀県 ６９％

８ 北海道 ６７％

９ 石川県 ６７％

１０ 秋田県 ６６％

◎全国の取組状況
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５ 多面的機能支払交付金の効果の発現状況について 

 水路・農道等の機能が改善される活動（②、⑥、⑧、⑭）、女性や子供達が参加

しやすい活動（⑫、⑬）では、”a”と高い評価（下線太字）となっているが、活

動の効果が地域全体へ波及しているかという点（⑯、⑳）については”d”評価と

なった。また、構造改革の後押し等地域農業への貢献となる活動（㉑、㉒、㉔）に

ついては、”c”評価が多く、活動が担い手への負担軽減にまで至っていない。 

 

【評価項目の抜粋】 

 

 
効果項目 

評 価 

a b c d 

(1) 

資

源

と

環

境 

① 遊休農地の発生防止 □ ■ □ □ 

② 水路・農道等の地域資源の適切な保全 ■ □ □ □ 

③ 鳥獣被害の抑制・防止 □ □ ■ □ 

④ 非農業者の地域農業や農業用水、農業水利施設等への理解醸成 □ ■ □ □ 

⑤ 水路・農道等の地域資源を保全管理する人材の確保等、管理体制の強化 □ ■ □ □ 

⑥ 施設の破損、故障や溢水等による農業生産や周辺地域への被害抑制 ■ □ □ □ 

⑦ 農業用施設の知識や補修技術の向上 □ ■ □ □ 

⑧ 定期的な機能診断、補修等の実施や直営施工の導入等による施設の維持管理費の低減 ■ □ □ □ 

⑨ 地域の環境の保全・向上 □ ■ □ □ 

⑩ 地域の環境の保全・向上（生態系） □ ■ □ □ 

⑪ 地域の環境の保全・向上（水質） □ ■ □ □ 

⑫ 地域の環境の保全・向上（景観） ■ □ □ □ 

⑬ 地域住民の地域資源や農村環境の保全への関心の向上 ■ □ □ □ 

⑭ 自然災害や二次災害等による被害の抑制・防止 ■ □ □ □ 

⑮ 災害後の点検や復旧の迅速化 □ □ ■ □ 

⑯ 地域住民の防災・減災に対する意識の向上、体制の強化 □ □ □ ■ 

(2) 

社

会 

⑰ 話し合いや活動機会の増加による地域コミュニティの活性化 □ ■ □ □ 

⑱ 各種団体や非農業者等の参画の促進 □ ■ □ □ 

⑲ 地域づくりのリーダーの育成 □ ■ □ □ 

⑳ 農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化 □ □ □ ■ 

(3) 

経

済 

㉑ 非農業者等の共同活動への参加による担い手農業者の負担軽減 □ □ ■ □ 

㉒ 担い手農業者の育成・確保 □ □ ■ □ 

㉓ 農地の利用集積の推進 □ ■ □ □ 

㉔ 農産物の高付加価値化や６次産業化の推進 □ □ ■ □ 

 

 

 

 

 

ａ．全体の８割程度以上で効果が発現している、又は、発現が見込まれる 

ｂ．全体の５割程度以上８割程度未満で効果が発現している、又は、発現が見込まれる  

ｃ．全体の２割程度以上５割程度未満で効果が発現している、又は、発現が見込まれる  

ｄ．全体の２割程度未満で効果が発現している、又は、発現が見込まれる  


